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１． 目的 

 本研究の目的は、優れたハンドリングを可能に

する全身の知覚運動制御システムを検討するため、

セッターに必要なボールの落下位置予測と移動方

略を明らかにすることである。 
 
２． 研究方法 

１） 対象者：山梨県の男子バレーボール部に所属

する男子大学生 3 名と男子高校生 3 名。 
２） 調査方法：協力者がボールを手で投射し、落

下地点を操作した。次に参加者に対してレフ

ト方向に設置した標的に向かってトスさせ

た。球出しの位置は、ネット中央からライト

側に 1m の位置（定位置）、そこからネットと

平行にレフト・ライト方向へそれぞれ 3m の

位置（前方、後方）、ネットからアタックラ

インへ 3m の位置（側方）の 4 地点とした。

各地点につき 10本ずつランダムで球を出し、

計 40 回の試技を行った。 
３） 分析方法：独立変数を技術水準の異なる群

（大学生群、高校生群）、局面（落下地点判

断局面；ボールが投射されてから落下地点に

入るまでの局面、ボール操作局面；落下地点

に入ってから手からボールが離れるまでの

局面）、ボールの落下地点（前方、定位置、

後方、側方）とした．局面の所要時間、セッ

トアップ位置、トス軌道の各従属変数に、こ

れらから成る二要因混合計画分散分析を適

用した。 
 

３． 結果と考察 

１）局面の所要時間：落下地点判断局面の所要時

間に関して、定位置でのトスでは群間で有意

な差は見られなかった。しかし移動を伴う場

合（前方、後方、側方）では大学生セッター

の方が高校生セッターに比べて有意に短かっ

た。ボール操作局面については高校生セッタ

ーの所要時間が移動を伴う場合で有意に短か

った（図 1）。 
２）セットアップ位置：セットアップ位置とボー

ル落下位置との距離ならびに分散に関する群

間の差は見られなかった（図 2 左）。 
３）トス軌道：トス軌道から標的までの距離は、

どこからトスを上げても大学生セッター

の方が高校生セッターに比べて小さく、分

散も小さかった（図 2 右）。 

   

 
 

４． 結論 

 本研究では、高校生セッターが落下地点判断局

面の所要時間を長く要することでボール操作局面

の所要時間が後ろ倒しされ、ボール操作に充てる

時間が短くなった。また、トスを上げる位置に群

間に差が表れなかったにも関わらず、大学生セッ

ターにおけるトス軌道と標的からの距離が小さか

ったことは、トスの正確性がトスを上げる位置で

はなく、ボール操作に関する視覚性制御に依存し

て決まることを示唆している。 


